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（4）

　前回に続き建武政権期の古文書です。政権が誕生し２年を経た建武２年（1335）７月、北条時行らの
反乱が起きます（中先代の乱）。後醍醐天皇の許可を得ずに出陣した足利尊氏は、瞬く間に乱を鎮圧し
ますが、鎌倉にとどまり政権からの離脱の姿勢をみせたため、反逆者の烙印を捺され窮地に陥ります。
しかし12月11日から13日にかけ、一般に「箱根竹之下の戦い」と称される、箱根～三島（伊豆国府）～小
山方面での合戦で、尊良親王・新田義貞を主将とする追討軍に完勝し、それまでの劣勢をはね返します。
南北朝の内乱の呼び水となった、時代の分水嶺とも言い得る戦いです。写真は、合戦当日の緊迫した状
況下にあって、三嶋大社に宛てた足利尊氏の寄進状です。
　少し文書の背景に分け入ってみましょう。実のところ尊氏は、
天皇との対決をためらい、一時総大将の立場を放棄し、浄光明寺
に籠もってしまいます。しかし、足利方の劣勢を見かね、出陣を決
意します。ひとたび決断すると次々と必要な策を打つところが彼
の真骨頂で、例えば11日の戦闘直後は、目覚ましい働きをした武
将に対し、恩賞を約束する文書を認めています（『梅松論』）。恩賞
沙汰は、武将たちの利権、利害に立ち入る問題ですから、事実確認
を含め、慎重に進めなくてはならない案件です。しかし尊氏は、常
識などお構いなしに、即決の恩賞約束を行います。この大胆な施
策に、将士の士気は弥が上にも高まったはずです。また同日、大社
に寄進状を寄せたことは、この地域の神社や寺院への手当をも同
時に進めたことを推測させます。
　さらに文面を見ましょう。１～２行目が薄い色です。身分の高
い者が用いるという青墨という高級な墨のようです。尊氏文書で
は、早くから青墨の使用例が見られますが、一見してそれとわか
る場合もあれば、判別が難しい場合もあります。寄進先文言だけ、
これほどはっきり墨色が異なる例は珍しく、崇敬の念を示す視覚
効果は高かったでしょう。また、３行目の「右所奉」以後少し右に
よれ、書き進むにしたがい文字が詰まり、無理に一行で収めたように見えます。速やかに案件を処理す
るために、予め尊氏が花押を書き入れた料紙に、後から右筆が内容を認めたためでしょう。さらに、ほ
んの僅かな差ですが、墨色や文字並びから、１行目の「奉寄」と２行目「伊豆国」を書いた上で、１行目
「伊豆三嶋大明神」と２行目「長崎郷事」を書き込んだ様にもみえます。複数の神社寺院に寄進を行うた
め、定型の文言を予め書き、寄進先と所領名は確定した時点で書き入れた、という想定もあり得ます。
ただ、他の社寺には文書が残っておらず、現時点では確定するだけの根拠にはなりません。とはいえ、
先にあげた異例の恩賞約束も然り、陣中にありながら、次々と事案を処理する尊氏の姿が浮かび上が
る点には、注目してよいでしょう。
　ところで、寄進の地、長崎郷（伊豆の国市）は、かつて三嶋大社が源頼朝から寄進を受けた、重要所領
の一つ。たまたまではなく、大社側の要望があって選ばれたはずです。ならばこの時、長崎郷の領有は
どうなっていたのか、そして足利方と大社は、いつどの様に接触したのか、興味あるところです。尊氏
が鎌倉を出陣するのが12月８日、強行軍で10日に足柄峠を越え、11日早朝から合戦が始まり、三島から
追討軍が敗走するのは13日。寄進の日付け11日では、三島は追討軍の勢力下ですし、戦いは続いている
のです。合戦を挟んで人々は、私達の想像を超える動きをし、したたかに生き抜いていた、そんなこと
を考えさせる古文書です。　　　　　　  　（郷土資料館運営委員・三嶋大社宝物館学芸員  奥村徹也）
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◆足利尊氏の古文書②　箱根竹之下の戦いと 12 月 11 日付けの寄進状

▲箱根竹之下の戦い要図

▲足利尊氏寄進状
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